
藤島歴史公園の施設概要 

 

１．藤島歴史公園の位置・概要 

 歴史公園は、山形県庄内地方のほぼ中央、藤島地域の中心部に位置し 

ており、藤島地域のシンボルである藤に特化し、大藤棚や藤のトンネル 

など藤の魅力を堪能できる公園として開園しました。数年後には、本格 

的なふじの開花が待ち望まれています。 

また、園内には、東田川文化記念館が併設しており、特に、明治期に 

創建された旧東田川郡役所や旧郡会議事堂は、創建当初の場所に保存さ 

れているのは全国的にも珍しく、現在は、芸術文化、生涯学習の拠点と 
して活用されています。 

２．公園全体の施設概要 

公 園 種 別 都市公園（近隣公園） 

敷 地 面 積 ２４，０６４㎡ （うち東田川文化記念館 敷地 ６,５２０㎡） 

 

公 園 施 設 

藤    棚 

（溶融亜鉛ﾒｯｷ鋼管製） 

① 大藤棚（３０ｍ×３０ｍ）       野田長藤（９尺藤）・野田長藤 

② フジのトンネル（Ｗ９ｍ×Ｌ３３ｍ）  野田白藤 

③ フジのトンネル（Ｗ３ｍ×Ｌ５４ｍ）  野田口紅藤 

④ スクリーン型藤棚（Ｈ３ｍ×Ｌ３９ｍ） 野田白藤 

⑤ 藤棚（１２ｍ×１２ｍ）        八重黒龍藤 

植  栽 
八重桜１０本・河津桜２０本・高木（ヤマボウシほか）３４本・中木（ヒイラギモ

クセイほか）４４本・生垣（マサキ）３３０ｍ 

そ の 他 
園路７２８ｍ、池３箇所、ベンチ３基、案内板２基、トイレ（男子用、女子用、多

目的トイレ併設）、あずまや（３ｍ×３ｍ 木造）、太陽電池ポール時計 

 

N 

〔位置図〕 
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東田川文化記念館は、旧東田川郡役所や旧郡会議事堂（共に明治時代に創建、山形県指定有形文化財）の２棟と、 

旧東田川電気事業組合倉庫で構成されています。平成元年から復元工事を始め、平成 7年度に完成しました。当時の

工法を忠実に再現することにより、明治から歩んできた文化や歴史を伝えています。市民はもとより広域的に、芸術

文化、生涯学習の拠点として幅広く活用されています。 

※ 施設情報は、東田川文化記念館ホームページ下記ＵＲＬからご覧ください。 

⇒ http://www.city.tsuruoka.lg.jp/shisei/shiyakusyo/infomation/fujishima/joho/higasitagawabunnka.html 
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（山形県指定有形文化財 昭和 63 年 4 月 12 日） 

明治 11 年（1878 年）に郡区町村編成法が公布され、旧藤島町（現

在の鶴岡市藤島地域）に郡役所が置かれました。創建時の郡役所は、

鶴岡市馬場町にある旧西田川郡役所などと同時期に建てられたものと

いわれており、堂々たる洋館でしたが、明治 19 年春、近辺の大火に巻

き込まれ消失しました。 
現在の建物は、明治 20 年（1887 年）5 月に再建され、外観及び内部

は純和風の重厚な建物（平屋建て）として生まれ変わりました。内部

は回廊式中庭に見られるような洋風建築様式も取り入れられ、文明開 
の風を敏感に感じ取った当時の建築家の心意気を偲ばせています。設       旧東田川郡役所 
計・施工は、当時庄内で第一人者といわれた高橋兼吉で、山居倉庫   〔木造平屋建 建築面積 512.3 ㎡〕 
（酒田市）、旧西田川郡役所（鶴岡市）、善宝寺五重塔（鶴岡市）などの建物を手がけられました。 
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（山形県指定有形文化財 昭和 63 年 4 月 12 日） 

 旧東田川郡役所が再建された明治 20 年に創建し、明治 36 年大改修

が施されています。2階建てで、旧郡役所とは対照的に純西洋風建築で、

1階は、純和風で畳敷きの部屋が 5つあり、現在は、鶴岡市図書館藤島

分館として使用されており「お座敷図書館」と呼ばれ、広く市民に親

しまれています。2階は、旧郡会議事堂で、シャンデリア、カ－テンな

ど明治期の雰囲気と装いから「明治ホ－ル」として、150 人程度収容可

能で、コンサ－トや講演会などに利用されています。とりわけ室内楽

には最適で、木の響きがするホ－ルとして出演者にも聴衆にも好評で、

最近では、「明治ホ－ルコンサ－ト」として定着しています。         旧東田川郡会議事堂 
〔木造二階建 建築面積 592.6 ㎡〕 
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郡役所制度は明治11年から大正12年までにその役目を終えました。

それと共に郡役所には土地改良区事務所、議事堂には東田川郡営電気

事業事務所が入り、やがて東田川電気事業組合として発足する場とな

りました。大正 13年頃の創建といわれるこの建物は文明開化の象徴で

ある電気事業の発展・隆盛を偲ばせます。 

現在は、東田川文化記念館の管理棟・展示室として、また土蔵は収

蔵庫として活用しています。 

〔展示品の一例〕 
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 ＜山形県指定文化財＞全長：14.05m、幅：1.24m         旧東田川電気事業組合倉庫 

藤島地域の代表的出土品で、現存の中では日本最大といわれています。 

 


